
Ⅰ、ルール 

 

① A、規定のファイル、タイトル用紙など（生協） 

 

② 枚数は 30 枚程度（図表含む） 

 

③ 自分の見解と他人の見解をはっきり区別、出典を明記 

 

④ 文献表記は共通ルール 

 

書籍：著者『タイトル』出版社、出版年。    論文等：著者「タイトル」 

 

文献：著者「タイトル」『掲載元』出版年。 具体例次ページ 

 

⑤ 字の大きさは 10.5～11。 

  

⑥  図表に通し番号、タイトル、資料名（上に、図-１○○、表２- 下に、資料△△）      

 

⑦ 日本語ルール(改行、書き始め一文字空ける、「である調」 統一)  

 

 

  表-１ 日本産業論受講者数 

  経済学科  経営学科   経営法学科 

令和３年 ８５ ２３ １４ 

令和４年 １０２ ４４ ２２ 

令和５年 ６５ ５８ ３５ 
資料）富山大学「富山大学経済学部年報」2024 年。



Ⅱ、注のつけかた等の例 

 

【本文】 

 

この論文は、主に統計資料によって、北陸 1 の諸都市におけるサービス産業の

集積の特色を分析しようとするものである。筆者は、突出した地方中枢都市の存在

しない北陸では、県都を頂点に対事業所サービスの集積がみられると予想した。 

さて、現代では都市の発展は中枢管理機能に依存する 2。ところが… 

 

【注】 

 

1.ここでは富山・石川・福井の３県を「北陸」の範囲とする。 

 

2.矢田（1990）pp120-126。 

 

【文献一覧】 

 

松井隆幸「地方都市と対事業所サービス」『富大経済論集』35 号、

1994 年。  

矢田俊文編『地域構造の理論』ミネルヴァ書房 1990 年。 

 

◇論文の末に文献一覧表をつける（著者 50 音順、著者がなければタイトル名）。 
 

 

 

◇注や本文内では、著者（出版年）で略。 

 

◇注は、①補足説明（上の注 1） ②人の見解の出典を示す（上の注 2） 

 

 

Webの記事、ブログなど…著者（団体）、日付を明記できるものは、資料として引用

可。 

 


